
さんし

賀集 並木 三知くん
R5.6.7生

しんご

賀集 柿谷 真吾くん
R5.6.12生

みなと

市 吉田 湊くん
R5.6.15生

❶じゃがいもは洗って皮付きの
まま1口サイズに切ってレン
ジで500wで6分加熱する。
❷ウインナーは半分に切る。
❸スナップえんどうは筋を取っ
て2分下茹でする。しめじは
小房に分ける。

❹フライパンを熱し、少量の油
とニンニクを入れ①のじゃが
いもの表面に焦げ目がついた
ら②と③を入れて炒め、塩コ
ショウとバターと醤油を入れ
て味付けをして、お皿に盛り
付けする。

新じゃがとスナップえんどうのバター醤油炒め

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
市
青
木
18
の
1

J
A
あ
わ
じ
島
本
所

広
報
ク
イ
ズ
6
月
号
係

編集：あわじ島農業協同組合・総務部総務課
〒656-0462 兵庫県南あわじ市市青木18-1　☎0799-42-5200

⬅ホームページアドレス
　https://www.ja-awajishima.or.jp/　

ホームページの「特産品レシピ」にて過去のレシピも公開しています。

美菜恋来屋

野菜ソムリエが
紹介する

シンプルレシピ

料金受取人払郵便

差出有効期間
令和7年11月
15日まで

切手不要

洲本支店
承　　認

6 0 4 9 05 6

391

●材料（4人分）
新じゃがいも…200ｇ
スナップえんどう…150ｇ
ウインナー…4本　
しめじ…1パック

塩コショウ…少々
ニンニクチューブ…少々
醤油…大さじ2
バター…10ｇ

6
2025（令和7年）

No.423

今月の特集

淡路島たまねぎに
　　　期待を込めて

………2～4販売事業
今月の特集

………2～4販売事業

応募についてお知らせ…次回は令和3年～令和5年7月生まれの南あわじ市内に住むお子さんです。お申し込みは6月
27日（金）までに各支所・出張所・経済センター所長まで。（応募多数は抽選）紙面の都合上、再度の掲載はできま
せんので、悪しからずご了承ください。

お子さまのお写真お待ちしております!

▲「お誕生日おめでとう」WEB募集
7月生まれ応募締切…6月27日㊎

誕生日 めでとう
6月
生まれのお友だち

淡路島たまねぎに
　　　期待を込めて

たまねぎ輸送トラックと販売担当者
（松帆集荷場）

なる

松帆 児嶋 梛琉くん
R6.6.5生

●作り方
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今月の特集 F e a t
u r e

　
令
和
6
年
度
特
産
品
販
売
高
1
1
8
億
円
達
成
を

記
念
し
、
4
月
24
日
に
J
A
本
所
に
て
記
念
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
行
政
機
関
な
ら
び
に
市

場
関
係
者
の
多
く
の
方
々
を
は
じ
め
、
J
A
全
農
兵
庫
、

J
A
グ
ル
ー
プ
兵
庫
5
連
共
通
会
長
の
福
本
博
之
会

長
も
駆
け
つ
け
、
令
和
6
年
度
の
販
売
実
績
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
野
菜
供
給
産
地
と
し
て
、
今
後
の
取

扱
数
量
の
復
活
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
度
は
、
平
成
22
年
度
の
1
1
9
億
円
に

迫
る
14
年
振
り
の
大
き
な
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
出
荷
い
た
だ
い
た
生
産
者
の
皆
さ

ま
一
人
ひ
と
り
の
絶
え
間
な
い
努
力
と
、
市
場
関
係

者
皆
さ
ま
の
日
々
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
全
国
的
に
高
齢
化
に
よ
る
生
産
面
積
の
減
少
が
顕

著
で
あ
り
、
当
産
地
に
お
い
て
も
、
平
成
20
年
度
の

8
0
0
万
ケ
ー
ス
か
ら
令
和
6
年
度
に
は
4
5
0
万

ケ
ー
ス
ま
で
取
扱
数
量
が
減
少
し
ま
し
た
。
特
に
主

力
品
目
で
あ
る
結
球
レ
タ
ス
は
3
0
0
万
ケ
ー
ス
か

ら
1
2
3
万
ケ
ー
ス
と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
重

労
働
や
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
正
に
価
格
形
成
が
今

後
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
共
同
撰
果
等
の

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
J
A
あ
わ
じ
島
の
先
人
た
ち
が
大
事
に

築
き
上
げ
た
伝
統
あ
る
「
三
原
営
農
方
式
」
を
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
J
A
あ
わ
じ
島
の
誇
り
と
財
産
で
あ

る
営
農
指
導
に
力
を
入
れ
、
生
産
面
積
の
復
活
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
あ
わ
じ
島
は
関
西
有
数
の
大
産
地
で
あ
り
、

生
産
面
積
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
面
積
維
持

に
向
け
た
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

　
た
ま
ね
ぎ
を
は
じ
め
J
A
あ

わ
じ
島
野
菜
は
消
費
地
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

消
費
者
は
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

面
積
維
持
の
た
め
に
も
、
で
き

る
限
り
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

野
菜
全
般
に
お
い

て
相
場
高
で
推
移

し
、
特
産
品
販
売

高
が
1
1
8
億
円
を
上
回
る
大
き
な
実
績
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
夏
場
の

高
温
や
病
害
虫
の
被
害
、
さ
ら
に
は
冬
場
の
低
温
と

干
ば
つ
に
よ
る
野
菜
の
生
育
不
良
が
各
産
地
で
発
生

し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
遠
隔
地
か
ら
の
供
給
量

不
足
が
大
き
く
影
響
し
、
全
国
で
青
果
物
の
流
通
量

不
足
が
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
を

は
じ
め
と
す
る
葉
物
野
菜
の
価
格
高
騰
が
メ
デ
ィ
ア

等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
野
菜
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

た
反
面
、
長
期
的
な
価
格
高
騰
が
消
費
の
減
退
に
も

つ
な
が
り
、
安
価
な
輸
入
品
が
量
販
店
等
で
販
売
さ

れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
安
定
供
給
に
対
す
る
契
約
取
引
の
在
り
方
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
国
産
志
向
の
高
ま
り
を
見
せ
る
今
こ
そ
、
生

産
量
の
維
持
拡
大
と
農
家
所
得
の
向
上
に
向
け
て
、

価
格
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

た
ま
ね
ぎ
に
つ
い

て
は
、
低
温
と
干

ば
つ
か
ら
生
育
遅
れ
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
適

度
な
降
雨
も
あ
り
、
作
柄
も
豊
作
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
出
荷
本
番
を
迎
え
ま
す
が
、
淡
路
島

た
ま
ね
ぎ
の
需
要
は
年
々
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
年

間
を
通
じ
た
安
定
供
給
が
熱
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
相
場
動
向
に
つ
い
て
も
昨
年
同
様
に
販
売
環
境

は
良
好
で
あ
り
、
価
格
形
成
に
お
い
て
も
産
地
主
導

型
（
売
り
手
市
場
）
の
体
制
を
構
築
し
、
有
利
販
売

に
努
め
る
こ
と
で
、
今
後
も
農
家
所
得
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
出
荷
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

淡路島

たまねぎに

行
政
機
関
よ
り

市
場
関
係
者
よ
り

期待
令
和
6
年
度
特
産
事
業
の
振
り
返
り
と

　
　
　
　
　淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
へ
の
期
待

令
和
6
年
度
は

令
和
7
年
度
の

特産品販売高
令和６年度

億円達成

記念大会
118

込めてを

上記の表は令和６年産の販売単価および概算精算単価（税込）となります（参考）。
入庫ご希望の方は6月末日まで各経済センター販売までお申し込みください。

令和6年産　短期冷蔵たまねぎ精算

（出荷時計量不要） （令和6年度よりコンテナ皆掛重量22㎏）

2L

L

M

4,060

4,050

3,865

3,206

3,197

3,020

販売単価（税抜） 概算精算単価（税込）

（円） （円）令和6年産　長期冷蔵たまねぎ精算

2L

L

M

3,900

4,130

3,800

2,644

2,864

2,548

販売単価（税抜） 概算精算単価（税込）

短期冷蔵 長期冷蔵
ケース

令和7年産（短期・長期）冷蔵たまねぎ出荷予約状況

57,700 ケース74,410
（令和6年産実績  39,066ケース） （令和6年産実績  55,574ケース）
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令和6年産　短期冷蔵たまねぎ精算

（出荷時計量不要） （令和6年度よりコンテナ皆掛重量22㎏）

2L

L

M

4,060

4,050

3,865

3,206

3,197

3,020

販売単価（税抜） 概算精算単価（税込）

（円） （円）令和6年産　長期冷蔵たまねぎ精算

2L

L

M

3,900

4,130

3,800

2,644

2,864

2,548

販売単価（税抜） 概算精算単価（税込）

短期冷蔵 長期冷蔵
ケース

令和7年産（短期・長期）冷蔵たまねぎ出荷予約状況

57,700 ケース74,410
（令和6年産実績  39,066ケース） （令和6年産実績  55,574ケース）
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今月の特集／販売事業　淡路島たまねぎに期待を込めて

　打者と投手の二刀流として、数々の記録を打ち立てている大谷翔平選手。当初は二
刀流など無理、『プロ』をなめるなとまで言われてきたが、圧倒的な結果を残しなが
ら二刀流という存在を確立させた。

　少し余談となったが、二刀流を野菜出荷についつい当てはめてしまう。
　令和６年度の契約出荷の経過について触れてみたい。キャベツ・はくさい加工・業
務用野菜については、全国的な不作により『契約不履行』の産地が続出した。あわじ
島についても生育状況を鑑みて市場と当初計画より調整したが生産者、販売担当者の
見込以上に生育が進まなかったこともあり、取引市場への要望に満足に応えることが
出来なかった。

　取引市場は、青果物は天候により出荷量がブレてしまうことは致し方ないこととは
分かっていても、長期間欠品により手立てしないといけない状況となり、このタイミ
ングで『国産品』の代替えとなったのが『輸入品』、特にキャベツであった。もとも
と量販店等で販売されているカット野菜は『国産』のこだわりがあったが、今回、量
販店においては『外国産』を利用するところが増加し、消費者への安定供給を保つた
めに今後も輸入品を扱う可能性が高く、その分、国産品シェアの落ち込みが懸念され
る。

　今後、この状況を打破するには、産地全体で『契約』に対しての意識を高め、『契
約』をしっかり守ること、強いては『国産』青果物販売を守ることであり、生産者の
皆さまの経営を安定させることにつながると考える。『契約』は当然、守らなくては
ならないことだが、以上のことを教訓とし、出荷の選択肢として『契約出荷』か『通
常出荷』のいずれかを考えるべきではないか。野菜が食卓に届くまでには多くの方が
関わっている。相手がいることを分かっていただきたい。相手を知ることは重要であ
り、知ろうとしない限り物事は前には進まない。

　現在、契約はくさい・キャベツの出荷取りまとめを行っている。昨年は春先からず
っと高単価で推移したが、現状の野菜販売価格は厳しい状況にある。これが相場と言
えば相場であるが、予測不可。相場には『まさか』がある。せっかく皆さんがこだわ
って栽培した野菜、皆さんも農家の『プロ』として安定した『契約出荷』か、高値相
場を期待して『通常出荷』として挑戦するかを判断していただいた
上で、それぞれの『二刀流』で勝負していただきたい。
　産地の維持には『契約』、『通常』の二刀流を浸透させることが
不可欠であると改めて感じた次第です。
　かつて類を見ない大谷選手。あわじ島農協もこの二刀流を
確立させたいものです。

安定と挑戦への道のり
代表理事組合長　原口 和幸

vol. +

～野菜『契約出荷』と『通常出荷』の二刀流～

「淡路島たまねぎ」ラジオCM
消費地へ魅力をお届け 関西

TBSラジオ（FM90.5・AM954kHz）
●スポットＣＭ
　期間：7月末まで放送中（月～日　6時～18時）

ＡＢＣラジオ（AM1008kHz）
●スポットＣＭ　期間：6月20日～7月29日

ラジオ関西（AM558kHz・FM91.1）
●スポットＣＭ
　期間：6月20日～7月29日（月～日　6時～19時台）

MBSラジオ（AM1179kHz・FM90.6）
●「ヤマヒロのぴかっとモーニング」
　番組ＣＭ（月～金　8時～10時）
　期間：７月末まで放送中

　今年もおいしい淡路島たまね
ぎを多くの方々に食べていただ
こうと、ラジオでCMを放送し
ています。ぜひお聴きになって
ください。

関東

　令和７年産米について最低保証価格を設定し、生産者の皆さまに安心して作付けいただけるよう取
り組んでいます。また、集荷対策として、主食用うるち米全品種を対象にボーナス加算の取り組みを
実施いたしますので、お米の出荷はJAへよろしくお願いいたします。

●対象品種：JA米うるち米全品種
（農産物検査で１～３等に格付けされたお米）
●支払条件：出荷契約数量に対して出荷実績が90％以上
となる場合。
●加算対象：出荷契約　比率120％までの出荷分

＊２等米については提示価格より▲200円、3等
米については提示価格より▲600円となります。
＊その他一般米の最低保証価格については、コ
シヒカリの提示価格より▲700円となります。
＊JA・MYひょうご以外は▲150円、水分過多
（15.1％以上）の取扱いについては▲250円。
＊8月に仮渡金を提示いたします。

（出荷契約数に対して出荷数90％以上が対象で出荷契約数の120％まで
ボーナス加算）　＊詳しくは本所販売部または最寄りの各経済センター
販売までお問い合わせください。

令和7年産米の集荷について

コシヒカリ
最低保証価格 ボーナス加算

11,500
1等米

円（税込）
300
対象出荷袋数に

円（税込）／袋

キヌヒカリ
ヒノヒカリ
きぬむすめ

11,000
1等米

円（税込）

お知らせ

GAP部会
参加者募集 ※説明会を7月に予定しています。（申し込みのあった方には後日連絡させていただきます。）

※取扱品目は、鉄コンテナ出荷たまねぎとなっています。

令和2年にグローバルGAPの団体認証を取得し、活動を行っております。
本年も説明会を開催し、参加者の募集を行います。参加希望の方は6月
25日水までに営農部農政課（☎0799-42-5211）にお申し込みください。
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今月の特集／販売事業　淡路島たまねぎに期待を込めて

　打者と投手の二刀流として、数々の記録を打ち立てている大谷翔平選手。当初は二
刀流など無理、『プロ』をなめるなとまで言われてきたが、圧倒的な結果を残しなが
ら二刀流という存在を確立させた。

　少し余談となったが、二刀流を野菜出荷についつい当てはめてしまう。
　令和６年度の契約出荷の経過について触れてみたい。キャベツ・はくさい加工・業
務用野菜については、全国的な不作により『契約不履行』の産地が続出した。あわじ
島についても生育状況を鑑みて市場と当初計画より調整したが生産者、販売担当者の
見込以上に生育が進まなかったこともあり、取引市場への要望に満足に応えることが
出来なかった。

　取引市場は、青果物は天候により出荷量がブレてしまうことは致し方ないこととは
分かっていても、長期間欠品により手立てしないといけない状況となり、このタイミ
ングで『国産品』の代替えとなったのが『輸入品』、特にキャベツであった。もとも
と量販店等で販売されているカット野菜は『国産』のこだわりがあったが、今回、量
販店においては『外国産』を利用するところが増加し、消費者への安定供給を保つた
めに今後も輸入品を扱う可能性が高く、その分、国産品シェアの落ち込みが懸念され
る。

　今後、この状況を打破するには、産地全体で『契約』に対しての意識を高め、『契
約』をしっかり守ること、強いては『国産』青果物販売を守ることであり、生産者の
皆さまの経営を安定させることにつながると考える。『契約』は当然、守らなくては
ならないことだが、以上のことを教訓とし、出荷の選択肢として『契約出荷』か『通
常出荷』のいずれかを考えるべきではないか。野菜が食卓に届くまでには多くの方が
関わっている。相手がいることを分かっていただきたい。相手を知ることは重要であ
り、知ろうとしない限り物事は前には進まない。

　現在、契約はくさい・キャベツの出荷取りまとめを行っている。昨年は春先からず
っと高単価で推移したが、現状の野菜販売価格は厳しい状況にある。これが相場と言
えば相場であるが、予測不可。相場には『まさか』がある。せっかく皆さんがこだわ
って栽培した野菜、皆さんも農家の『プロ』として安定した『契約出荷』か、高値相
場を期待して『通常出荷』として挑戦するかを判断していただいた
上で、それぞれの『二刀流』で勝負していただきたい。
　産地の維持には『契約』、『通常』の二刀流を浸透させることが
不可欠であると改めて感じた次第です。
　かつて類を見ない大谷選手。あわじ島農協もこの二刀流を
確立させたいものです。

安定と挑戦への道のり
代表理事組合長　原口 和幸

vol. +

～野菜『契約出荷』と『通常出荷』の二刀流～

「淡路島たまねぎ」ラジオCM
消費地へ魅力をお届け 関西

TBSラジオ（FM90.5・AM954kHz）
●スポットＣＭ
　期間：7月末まで放送中（月～日　6時～18時）

ＡＢＣラジオ（AM1008kHz）
●スポットＣＭ　期間：6月20日～7月29日

ラジオ関西（AM558kHz・FM91.1）
●スポットＣＭ
　期間：6月20日～7月29日（月～日　6時～19時台）

MBSラジオ（AM1179kHz・FM90.6）
●「ヤマヒロのぴかっとモーニング」
　番組ＣＭ（月～金　8時～10時）
　期間：７月末まで放送中

　今年もおいしい淡路島たまね
ぎを多くの方々に食べていただ
こうと、ラジオでCMを放送し
ています。ぜひお聴きになって
ください。

関東

　令和７年産米について最低保証価格を設定し、生産者の皆さまに安心して作付けいただけるよう取
り組んでいます。また、集荷対策として、主食用うるち米全品種を対象にボーナス加算の取り組みを
実施いたしますので、お米の出荷はJAへよろしくお願いいたします。

●対象品種：JA米うるち米全品種
（農産物検査で１～３等に格付けされたお米）
●支払条件：出荷契約数量に対して出荷実績が90％以上
となる場合。
●加算対象：出荷契約　比率120％までの出荷分

＊２等米については提示価格より▲200円、3等
米については提示価格より▲600円となります。
＊その他一般米の最低保証価格については、コ
シヒカリの提示価格より▲700円となります。
＊JA・MYひょうご以外は▲150円、水分過多
（15.1％以上）の取扱いについては▲250円。
＊8月に仮渡金を提示いたします。

（出荷契約数に対して出荷数90％以上が対象で出荷契約数の120％まで
ボーナス加算）　＊詳しくは本所販売部または最寄りの各経済センター
販売までお問い合わせください。

令和7年産米の集荷について

コシヒカリ
最低保証価格 ボーナス加算

11,500
1等米

円（税込）
300
対象出荷袋数に

円（税込）／袋

キヌヒカリ
ヒノヒカリ
きぬむすめ

11,000
1等米

円（税込）

お知らせ

GAP部会
参加者募集 ※説明会を7月に予定しています。（申し込みのあった方には後日連絡させていただきます。）

※取扱品目は、鉄コンテナ出荷たまねぎとなっています。

令和2年にグローバルGAPの団体認証を取得し、活動を行っております。
本年も説明会を開催し、参加者の募集を行います。参加希望の方は6月
25日水までに営農部農政課（☎0799-42-5211）にお申し込みください。
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お知らせ おすすめ&

6月29日㊐

お知らせ JA共済ご契約者の皆様へ

農業用廃棄ビニールの回収

（南あわじ市八木養宜上1408）
※詳しくは経済センター購買または農機センターまで
　お問い合わせください。

使いみち
◎農機具購入（トラクター・コンバイン等）
◎軽四貨物購入
◎農業用倉庫（ハウス・畜舎等）の新築、修繕等

◎認定農業者かつ下記のいずれかを満たす方
・目標地図に位置づけられた者
・農地中間管理機構から農用地等を借り受けた者

各種利子補給により最大5年間実質

※5月19日現在（固定金利）

対象者・金利

基準金利

年3.05%

年0.00%

令和7年7月
11日（金）9:00～17:00
12日（土）9:00～15:00

回収品目

回収日時・場所

申込期限

●ハウス、トンネル用ビニール全般（糸入は除く）
●フィルムマルチ（紙マルチ以外） ●各種肥料袋

（9:00～12:00）
7月

令和7年6月20日（金）
JAで購入された次の品目

日時 場所

榎列集荷場・八木経済センター
松帆経済センター・湊経済センター・津井経済センター
志知経済センター・伊加利阿那賀経済センター
広田経済センター・倭文経済センター・市経済センター
賀集経済センター・神代経済センター
阿万経済センター・北阿万経済センター・灘経済センター

3 日（木）
4 日（金）
7 日（月）
8 日（火）
9 日（水）
10日（木）

　農業用廃棄ビニール類の廃棄処理をご希望の方は委任状の申込
欄に必要事項を記入・押印の上、期日までにお申し込みください。

購買職員

お問い合わせ：
各経済センター購買まで

オススメ商品

空調服
遮熱素材
使用で
－5℃！

さらに背中と
胸のポケットに保冷剤を

入れると涼しさ
アップ！

(金利負担なし)

◎借入金額100万円以上かつ下記のいずれかを満たす方
・認定農業者(新規就農者を含む)
・農業収入が直近3期200万円以上

より多くのご契約者様にご案内するために、今年度から「割戻金
について」は、JAあわじ島ホームページに掲載しております。

※借入日より6年目以降の金利は0.95％～1.55％となります。

※借入金額100万円以下の場合、または借入日より6年目以降の金利は1.80％となります。

各種利子補給により最大5年間実質

年0.80%

※回収方法、回収費用負担
金等については各経済セ
ンター購買までお問い合
わせください。

本所SS

広田SS 洗車機リニューアル洗車機リニューアル 島内初！
防錆コート

オプション付
※広田SSのみ

令和7年

6月14日㊏～7月25日㊎
期間

洗車機
営業時間

7:30～19:30
広田SS 7:00～20:00 新設された洗車機は、　　　　となる塩害から車を

お守りする のオプション搭載

洗車機リニューアル

イベント開催!イベント開催!イベント開催!
広田SS・本所SS同時広田SS・本所SS同時広田SS・本所SS同時

暑い夏場の必須アイテム！この夏は
空調服で、快適に過ごしましょう！

夏季
JA AWAJISHIMA

展示会

農業近代化資金 制 度 資 金
農機具や軽四貨物などの購入を検討されている方へ

◆法律相談／7月2日㊌10:00～12:00（本所）※要予約
◆年金相談／６月22日㊐13:30～16:30（本所）※要予約
◆相続相談会／６月22日㊐10:00～16:00（本所）※要予約
◆休日ローン相談／毎週日曜日10:00～16:00（本所）
　※当日電話予約可

◆マネープラン相談／
　毎月第4日曜日10:00～16:00（本所）※要予約
◆ひと・いえ・くるま保障相談／
　6月22日㊐（本所）※当日電話予約可
◆生花教室／7月10日㊍19:00～　※6月はお休みです

島内初
防錆コート下部洗浄※オプションは

　対象外です。

●脇腹のファンから送られる風で
　首元や脇が涼しい！
●座った時や背負った時も邪魔にならず快適！
●熱中症予防に最適！

今年も各メーカーの協力により、
JAあわじ島が総力を挙げて贈る大展示会
を開催いたします。農機具、自動車や電化製品等の商品
を幅広く展示・販売しますので、ぜひご来場ください。

©よりぞう

お申込からお借入れまで
約3か月の期間が必要です。農
機具等の購入をご検討の際には、
お気軽に窓口にご相談ください。洗車全コース 最大 半額 !

島内初！

下部浄浄下部浄浄
防錆コート

洗車全コース 最大 半額 !

超ひんやり
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お知らせ おすすめ&

6月29日㊐

お知らせ JA共済ご契約者の皆様へ

農業用廃棄ビニールの回収

（南あわじ市八木養宜上1408）
※詳しくは経済センター購買または農機センターまで
　お問い合わせください。

使いみち
◎農機具購入（トラクター・コンバイン等）
◎軽四貨物購入
◎農業用倉庫（ハウス・畜舎等）の新築、修繕等

◎認定農業者かつ下記のいずれかを満たす方
・目標地図に位置づけられた者
・農地中間管理機構から農用地等を借り受けた者

各種利子補給により最大5年間実質

※5月19日現在（固定金利）

対象者・金利

基準金利

年3.05%

年0.00%

令和7年7月
11日（金）9:00～17:00
12日（土）9:00～15:00

回収品目

回収日時・場所

申込期限

●ハウス、トンネル用ビニール全般（糸入は除く）
●フィルムマルチ（紙マルチ以外） ●各種肥料袋

（9:00～12:00）
7月

令和7年6月20日（金）
JAで購入された次の品目

日時 場所

榎列集荷場・八木経済センター
松帆経済センター・湊経済センター・津井経済センター
志知経済センター・伊加利阿那賀経済センター
広田経済センター・倭文経済センター・市経済センター
賀集経済センター・神代経済センター
阿万経済センター・北阿万経済センター・灘経済センター

3 日（木）
4 日（金）
7 日（月）
8 日（火）
9 日（水）
10日（木）

　農業用廃棄ビニール類の廃棄処理をご希望の方は委任状の申込
欄に必要事項を記入・押印の上、期日までにお申し込みください。

購買職員

お問い合わせ：
各経済センター購買まで

オススメ商品

空調服
遮熱素材
使用で
－5℃！

さらに背中と
胸のポケットに保冷剤を

入れると涼しさ
アップ！

(金利負担なし)

◎借入金額100万円以上かつ下記のいずれかを満たす方
・認定農業者(新規就農者を含む)
・農業収入が直近3期200万円以上

より多くのご契約者様にご案内するために、今年度から「割戻金
について」は、JAあわじ島ホームページに掲載しております。

※借入日より6年目以降の金利は0.95％～1.55％となります。

※借入金額100万円以下の場合、または借入日より6年目以降の金利は1.80％となります。

各種利子補給により最大5年間実質

年0.80%

※回収方法、回収費用負担
金等については各経済セ
ンター購買までお問い合
わせください。

本所SS

広田SS 洗車機リニューアル洗車機リニューアル 島内初！
防錆コート

オプション付
※広田SSのみ

令和7年

6月14日㊏～7月25日㊎
期間

洗車機
営業時間

7:30～19:30
広田SS 7:00～20:00 新設された洗車機は、　　　　となる塩害から車を

お守りする のオプション搭載

洗車機リニューアル

イベント開催!イベント開催!イベント開催!
広田SS・本所SS同時広田SS・本所SS同時広田SS・本所SS同時

暑い夏場の必須アイテム！この夏は
空調服で、快適に過ごしましょう！

夏季
JA AWAJISHIMA

展示会

農業近代化資金 制 度 資 金
農機具や軽四貨物などの購入を検討されている方へ

◆法律相談／7月2日㊌10:00～12:00（本所）※要予約
◆年金相談／６月22日㊐13:30～16:30（本所）※要予約
◆相続相談会／６月22日㊐10:00～16:00（本所）※要予約
◆休日ローン相談／毎週日曜日10:00～16:00（本所）
　※当日電話予約可

◆マネープラン相談／
　毎月第4日曜日10:00～16:00（本所）※要予約
◆ひと・いえ・くるま保障相談／
　6月22日㊐（本所）※当日電話予約可
◆生花教室／7月10日㊍19:00～　※6月はお休みです

島内初
防錆コート下部洗浄※オプションは

　対象外です。

●脇腹のファンから送られる風で
　首元や脇が涼しい！
●座った時や背負った時も邪魔にならず快適！
●熱中症予防に最適！

今年も各メーカーの協力により、
JAあわじ島が総力を挙げて贈る大展示会
を開催いたします。農機具、自動車や電化製品等の商品
を幅広く展示・販売しますので、ぜひご来場ください。

©よりぞう

お申込からお借入れまで
約3か月の期間が必要です。農
機具等の購入をご検討の際には、
お気軽に窓口にご相談ください。洗車全コース 最大 半額 !

島内初！

下部浄浄下部浄浄
防錆コート

洗車全コース 最大 半額 !

超ひんやり
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5
月
15
日
、
J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）

か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
の
研
修
員
10
名
が
来
組
し
、

「
当
組
合
の
農
薬
や
肥
料
の
安
全
・
適
正
利
用

の
促
進
に
関
す
る
取
組
」
に
つ
い
て
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
農
薬
の
適
正
使
用
に
関
す
る
栽

培
暦
の
作
成
や
周
知
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
現
地
視
察
で
は
生
産
者
の
農
業

倉
庫
を
見
学
し
、
農
薬
の
保
管
方
法
や
栽
培
管

理
日
誌
の
記
帳
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
た
ま
ね
ぎ
収
穫
圃
場
で
は
、
ア

グ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
特
定
技
能
外
国
人
（
ス
リ

ラ
ン
カ
）
か
ら
収
穫
作
業
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
員
は
国
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー

た
ち
で
あ
り
、
多
様
な
場
面
で
心
に
響
い
て
お

り
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
き
て
、

非
常
に
刺
激
を
受
け
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
安
全
な
作
物
生
産
が
広

く
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
研
修
員
「
安
全
な
作
物
生
産
」
学
ぶ

J
I
C
A
ス
リ
ラ
ン
カ  

農
薬
・
施
肥
の
安
全
・
適
正
利
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
５
月
19
日
、
Ｊ
A
全
農
兵
庫
主
催
に
よ
る
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ

生
産
出
荷
協
議
会
が
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
本
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
J
A
、
Ｊ
Ａ
淡
路
日
の
出
、
市
場
関
係
者
な
ど
40
名
が
参
集

し
、
生
育
状
況
や
出
荷
計
画
の
確
認
、
出
荷
期
間
に
関
す
る
情

報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
他
産
地
の
動
向
を
踏
ま
え

た
販
売
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
場
関
係
者
か
ら
は
、「
量
販
店
か
ら
『
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ

が
欲
し
い
』
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
全
力
で
売
り

込
み
を
か
け
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、「
現
在
の

高
品
質
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
徹
底
し
た
防
除
と

品
質
管
理
を
お
願
い
し
た
い
」
と
産
地
へ
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
原
口
和
幸
組
合
長
は
、
「
今
こ
そ
が
価
格
形
成
の
正
念
場
。

生
産
者
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
集
荷
に
注
力
し
、

供
給
産
地
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
」
と
力
強
く
語
り

ま
し
た
。

J
A
と
市
場
が
連
携
強
化

令
和
７
年
度
　
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
生
産
出
荷
協
議
会

　
5
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

兵
庫
主
催
『
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
兵

庫
軟
式
野
球
大
会
』
が
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
（
加
東

市
）
で
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
の

野
球
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
存
分
に
発

揮
し
、
好
プ
レ
ー
も
見
ら
れ
、

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
が
、
結
果
は
惜
し
く
も
初

戦
敗
退
に
終
わ
り
ま
し
た
。
職

員
同
士
や
他
J
A
と
の
交
流
を

深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

白
球
追
い
か
け
奮
闘

J
Ａ
グ
ル
ー
プ
兵
庫

軟
式
野
球
大
会

　
5
月
1
日
か
ら
５
月
23
日
に
か
け
て
、
各
地
区

11
会
場
で
説
明
会
お
よ
び
相
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
説
明
会
は
昨
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、

5
月
の
種
子
や
肥
料
農
薬
等
の
予
約
申
込
の
折
に
、

「
販
売
事
業
年
間
取
組
計
画
」
や
「
品
種
作
型
施

肥
防
除
基
準
」
の
変
更
点
等
を
説
明
し
、
積
極
的

な
作
付
け
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
説
明
会
に
は
多

く
の
生
産
者
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
品

種
や
防
除
薬
剤
、
販
売
方
法
な
ど
多
様
な
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
充
実
さ
せ
、
安
全
で
高
品
質
な
野
菜
を
安
定

的
に
生
産
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
で
高
品
質
な

　
野
菜
生
産
に
向
け
て

令
和
７
年
度
品
種
作
型
施
肥
防
除
基
準
説
明
会

　
５
月
20
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、

管
内
４
会
場
で
地
区
別
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
代
総
数
４
９

５
名
の
内
3
5
8
名
が
出
席
。
６

月
26
日
に
開
く
第
35
回
通
常
総
代

会
に
先
駆
け
、
議
案
説
明
を
行
う

と
と
も
に
、
各
会
場
で
は
、
総
代

の
皆
さ
ま
よ
り
建
設
的
な
ご
意
見

を
多
数
賜
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

声
を
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
各
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度

地
区
別
総
代
会
開
催

　
4
月
28
日
、「
第
21
回
南
あ
わ
じ
市
和
牛
改
良
組
合
通
常
総
会
」
が
南
あ
わ

じ
市
内
で
開
催
さ
れ
、
和
牛
改
良
組
合
支
部
長
を
は
じ
め
、
行
政
関
係
者
、
関

係
メ
ー
カ
ー
な
ど
約
40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
6
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和
7
年
度
の
事
業

計
画
・
収
支
予
算
、
役
員
改
選
な
ど
が
報
告
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
挨
拶
の
中
で
廣
本
組
合
長
は
、「
昨
年
は
神
戸
ビ
ー
フ
を
は
じ
め
と
し
た
枝

肉
、
そ
の
素
牛
と
な
る
和
子
牛
と
も
に
他
県
と
比
べ
高
値
基
調
で
取
り
引
き
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
、
改
良
組
合
が
よ
り
一
層
進
歩
し
発
展
し
て
い
く
よ
う
、

意
見
を
出
し
合
い
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

淡
路
和
牛
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

南
あ
わ
じ
市
和
牛
改
良
組
合
通
常
総
会

あいさつをする南あわじ市和牛改良組合　廣本組合長

緑会場

南淡会場
あいさつをするJA全農兵庫  堂本県本部長

撰果作業の見学

たまねぎ収穫圃場で記念撮影

賀集会場

広田会場
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チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
存
分
に
発

揮
し
、
好
プ
レ
ー
も
見
ら
れ
、

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
が
、
結
果
は
惜
し
く
も
初

戦
敗
退
に
終
わ
り
ま
し
た
。
職

員
同
士
や
他
J
A
と
の
交
流
を

深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

白
球
追
い
か
け
奮
闘

J
Ａ
グ
ル
ー
プ
兵
庫

軟
式
野
球
大
会

　
5
月
1
日
か
ら
５
月
23
日
に
か
け
て
、
各
地
区

11
会
場
で
説
明
会
お
よ
び
相
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
説
明
会
は
昨
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、

5
月
の
種
子
や
肥
料
農
薬
等
の
予
約
申
込
の
折
に
、

「
販
売
事
業
年
間
取
組
計
画
」
や
「
品
種
作
型
施

肥
防
除
基
準
」
の
変
更
点
等
を
説
明
し
、
積
極
的

な
作
付
け
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
説
明
会
に
は
多

く
の
生
産
者
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
品

種
や
防
除
薬
剤
、
販
売
方
法
な
ど
多
様
な
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
充
実
さ
せ
、
安
全
で
高
品
質
な
野
菜
を
安
定

的
に
生
産
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
で
高
品
質
な

　
野
菜
生
産
に
向
け
て

令
和
７
年
度
品
種
作
型
施
肥
防
除
基
準
説
明
会

　
５
月
20
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、

管
内
４
会
場
で
地
区
別
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
代
総
数
４
９

５
名
の
内
3
5
8
名
が
出
席
。
６

月
26
日
に
開
く
第
35
回
通
常
総
代

会
に
先
駆
け
、
議
案
説
明
を
行
う

と
と
も
に
、
各
会
場
で
は
、
総
代

の
皆
さ
ま
よ
り
建
設
的
な
ご
意
見

を
多
数
賜
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

声
を
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
各
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度

地
区
別
総
代
会
開
催

　
4
月
28
日
、「
第
21
回
南
あ
わ
じ
市
和
牛
改
良
組
合
通
常
総
会
」
が
南
あ
わ

じ
市
内
で
開
催
さ
れ
、
和
牛
改
良
組
合
支
部
長
を
は
じ
め
、
行
政
関
係
者
、
関

係
メ
ー
カ
ー
な
ど
約
40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
6
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和
7
年
度
の
事
業

計
画
・
収
支
予
算
、
役
員
改
選
な
ど
が
報
告
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
挨
拶
の
中
で
廣
本
組
合
長
は
、「
昨
年
は
神
戸
ビ
ー
フ
を
は
じ
め
と
し
た
枝

肉
、
そ
の
素
牛
と
な
る
和
子
牛
と
も
に
他
県
と
比
べ
高
値
基
調
で
取
り
引
き
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
、
改
良
組
合
が
よ
り
一
層
進
歩
し
発
展
し
て
い
く
よ
う
、

意
見
を
出
し
合
い
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

淡
路
和
牛
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

南
あ
わ
じ
市
和
牛
改
良
組
合
通
常
総
会

あいさつをする南あわじ市和牛改良組合　廣本組合長

緑会場

南淡会場
あいさつをするJA全農兵庫  堂本県本部長

撰果作業の見学

たまねぎ収穫圃場で記念撮影

賀集会場

広田会場
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トマトの収穫を行う生徒たち
（アグリトマトハウス）

たまねぎの撰果作業を
体験（賀集撰果場）

「淡路島たまねぎ」が積み込まれる様子

JAあわじ島では子どもたちに「食」
と「農」の大切さを伝えるため食農
教育活動を行っています。

食農教育

収穫体験
4
月
28
日
　
湊
小
学
校

（
前
田
　
羊
さ
ん
圃
場
）

　
湊
小
学
校
の
３
年
生
が
た
ま
ね
ぎ
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

前
田
さ
ん
か
ら
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
方
法

を
教
わ
り
、
一
斉
に
圃
場
へ
入
り
、

次
々
と
た
ま
ね
ぎ
を
収
穫
し
て
い
き
ま

し
た
。
引
き
抜
く
事
が
固
い
た
ま
ね
ぎ

も
、
玉
の
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

優
し
く
引
き
抜
く
な
ど
工
夫
し
な
が
ら

収
穫
を
し
て
い
ま
し
た
。
根
と
葉
を
切

る
作
業
に
つ
い
て
児
童
は
「
切
る
の
は

も
っ
と
固
い
と
思
っ
た
け
ど
、
柔
ら
か

か
っ
た
、
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

出前授業
5
月
13
日
　
倭
文
小
学
校

　
倭
文
小
学
校
２
・
３
年
生
が
山
本
誠

二
さ
ん
に
よ
る
出
前
授
業
を
受
け
ま
し

た
。
授
業
で
は
、
倭
文
地
区
で
１
２
０

年
前
か
ら
続
く
ミ
カ
ン
栽
培
の
歴
史
や
、

収
穫
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
写
真
を
見

な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
営
農
指
導
員
か
ら
ミ
カ
ン
の
種
類

や
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
な
ど
ク
イ
ズ
形

式
で
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
山
本
さ

ん
が
教
室
に
持
参
し
た
ミ
カ
ン
の
苗
木

に
児
童
た
ち
は
実
際
に
触
れ
、
観
察
し

ま
し
た
。
今
後
、
草
ひ
き
や
摘
果
作
業
、

収
穫
体
験
な
ど
年
間
を
通
じ
て
ミ
カ
ン

の
成
長
過
程
を
学
ぶ
予
定
で
す
。

5
月
14
日

志
知
小
学
校

　
志
知
小
学
校
5
学
年
が
バ
ケ

ツ
稲
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
営
農
指
導
員
が
お
米
に
つ

い
て
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
説

明
し
、
そ
の
後
、
土
を
入
れ
た

バ
ケ
ツ
に
水
を
張
り
、
ス
コ
ッ

プ
で
し
っ
か
り
混
ざ
る
よ
う
力

を
込
め
て
い
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
「
思
っ
た
よ
り
大
変
だ
っ

た
」
と
作
業
の
難
し
さ
を
感
じ
、

「
い
つ
芽
が
生
え
ま
す
か
？
」

と
稲
の
生
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

k e n  b u n  r o k u

教室

　
５
月
9
日
に
武
庫
川
女
子
大
学
食
創
造
科
学
科
の
学
生
51
名

が
淡
路
島
の
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
た
ま
ね
ぎ
の
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
南
淡
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
川
添
哲
弥
さ

ん
か
ら
、
た
ま
ね
ぎ
の
歴
史
や
三
毛
作
体
系
、
淡
路
島
た
ま
ね

ぎ
は
ど
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
か
を
詳
し
く
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
美
菜
恋
来
屋
の
榎
本
庄
吾
支
配
人
か
ら
は
、
管
内

の
産
地
の
特
徴
や
直
売
所
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
で
は
、
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
な
か
、

営
農
指
導
員
に
教
わ
り
な
が
ら
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
た
ま
ね

ぎ
の
調
理
法
や
保
存
方
法
に
つ
い
て
質
問
す
る
様
子
も
見
ら
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
も
手
際
よ
く
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
学
生
は
「
自
分
が
収
穫
し
た
た
ま
ね
ぎ
は
愛
着
が
わ
き
ま

す
」、
「
大
切
に
調
理
し
て
食
べ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
当
J
A
経
済
セ
ン
タ
ー
や

事
業
所
で
管
内
中
学
校
の

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
様
々
な
職

場
体
験
を
通
じ
て
達
成
感
や

楽
し
さ
を
実
感
し
、
業
務
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
生
徒
は
、「
た
ま
ね

ぎ
の
収
穫
作
業
が
一
番
や
り

が
い
あ
っ
た
」
と
少
し
照
れ

な
が
ら
も
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
の
魅
力
学
ぶ

ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク

武
庫
川
女
子
大
学
た
ま
ね
ぎ
収
穫
体
験

議
　
題

〇
令
和
6
年
度
決
算
書
類
（
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

注
記
表
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ

ら
の
附
属
明
細
書
）
及
び
部
門
別
損

益
計
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

〇
第
35
回
通
常
総
代
会
及
び
議
決
権
行

使
書
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

〇
支
所
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

〇
令
和
7
年
度
会
計
監
査
人
と
の
監
査

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
令
和
6
年
度
兵
庫
県
常
例
検
査
指
摘

事
項
に
対
す
る
改
善
状
況
等
報
告
に

つ
い
て

〇
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ

ロ
資
金
供
与
対
策
の
実
施
状
況
等
に

つ
い
て
　

〇
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
改
正
に
つ

い
てJ

A
活
動
の
成
果

理
事
会
だ
よ
り（

5
月
30
日
開
催
）

（
5
月
末
）

正 組 合 員
准 組 合 員

貯 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
特産品販売高
農産品販売高
畜 産 販 売 高

5,294人
3,897人

207,837
24,281
332,774
795
1,577
108
263

（単位：百万円）

表紙
説明

　淡路島たまねぎの出荷が本格化を迎え、JAあわじ島では現在、京阪神・京
浜・中京・北陸方面の各市場へ、1日あたり約400tを出荷しています。
　今回の表紙では、市場へと向かうトラックに満載された「淡路島たまねぎ」と、
販売担当職員を撮影しました。職員一人ひとりが、組合員の皆さまが安心して
収穫・出荷に取り組めるよう準備を行い、日々の荷受け業務にも責任を持って
対応しています。
　引き続きJAあわじ島へのご出荷をよろしくお願いいたします。

ヨイショ!

どうして淡路島の
たまねぎは甘いの?

モンシロチョウの
卵だ!

一株の稲から
どのくらいの量の
お米ができるかな

ここから
「接ぎ木」を
してるんだよ

しっかりと
混ぜるぞ!!

（表紙左から）鯖谷 和海・寺谷 直之・裏川 真章・岡本 仁史・眞野 壮平・
山口 高広・上川 浩一・榎本 英俊
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トマトの収穫を行う生徒たち
（アグリトマトハウス）

たまねぎの撰果作業を
体験（賀集撰果場）

「淡路島たまねぎ」が積み込まれる様子

JAあわじ島では子どもたちに「食」
と「農」の大切さを伝えるため食農
教育活動を行っています。

食農教育

収穫体験
4
月
28
日
　
湊
小
学
校

（
前
田
　
羊
さ
ん
圃
場
）

　
湊
小
学
校
の
３
年
生
が
た
ま
ね
ぎ
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

前
田
さ
ん
か
ら
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
方
法

を
教
わ
り
、
一
斉
に
圃
場
へ
入
り
、

次
々
と
た
ま
ね
ぎ
を
収
穫
し
て
い
き
ま

し
た
。
引
き
抜
く
事
が
固
い
た
ま
ね
ぎ

も
、
玉
の
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

優
し
く
引
き
抜
く
な
ど
工
夫
し
な
が
ら

収
穫
を
し
て
い
ま
し
た
。
根
と
葉
を
切

る
作
業
に
つ
い
て
児
童
は
「
切
る
の
は

も
っ
と
固
い
と
思
っ
た
け
ど
、
柔
ら
か

か
っ
た
、
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

出前授業
5
月
13
日
　
倭
文
小
学
校

　
倭
文
小
学
校
２
・
３
年
生
が
山
本
誠

二
さ
ん
に
よ
る
出
前
授
業
を
受
け
ま
し

た
。
授
業
で
は
、
倭
文
地
区
で
１
２
０

年
前
か
ら
続
く
ミ
カ
ン
栽
培
の
歴
史
や
、

収
穫
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
写
真
を
見

な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
営
農
指
導
員
か
ら
ミ
カ
ン
の
種
類

や
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
な
ど
ク
イ
ズ
形

式
で
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
山
本
さ

ん
が
教
室
に
持
参
し
た
ミ
カ
ン
の
苗
木

に
児
童
た
ち
は
実
際
に
触
れ
、
観
察
し

ま
し
た
。
今
後
、
草
ひ
き
や
摘
果
作
業
、

収
穫
体
験
な
ど
年
間
を
通
じ
て
ミ
カ
ン

の
成
長
過
程
を
学
ぶ
予
定
で
す
。

5
月
14
日

志
知
小
学
校

　
志
知
小
学
校
5
学
年
が
バ
ケ

ツ
稲
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
営
農
指
導
員
が
お
米
に
つ

い
て
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
説

明
し
、
そ
の
後
、
土
を
入
れ
た

バ
ケ
ツ
に
水
を
張
り
、
ス
コ
ッ

プ
で
し
っ
か
り
混
ざ
る
よ
う
力

を
込
め
て
い
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
「
思
っ
た
よ
り
大
変
だ
っ

た
」
と
作
業
の
難
し
さ
を
感
じ
、

「
い
つ
芽
が
生
え
ま
す
か
？
」

と
稲
の
生
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

k e n  b u n  r o k u

教室

　
５
月
9
日
に
武
庫
川
女
子
大
学
食
創
造
科
学
科
の
学
生
51
名

が
淡
路
島
の
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
た
ま
ね
ぎ
の
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
南
淡
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
川
添
哲
弥
さ

ん
か
ら
、
た
ま
ね
ぎ
の
歴
史
や
三
毛
作
体
系
、
淡
路
島
た
ま
ね

ぎ
は
ど
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
か
を
詳
し
く
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
美
菜
恋
来
屋
の
榎
本
庄
吾
支
配
人
か
ら
は
、
管
内

の
産
地
の
特
徴
や
直
売
所
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
で
は
、
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
な
か
、

営
農
指
導
員
に
教
わ
り
な
が
ら
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
た
ま
ね

ぎ
の
調
理
法
や
保
存
方
法
に
つ
い
て
質
問
す
る
様
子
も
見
ら
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
も
手
際
よ
く
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
学
生
は
「
自
分
が
収
穫
し
た
た
ま
ね
ぎ
は
愛
着
が
わ
き
ま

す
」、
「
大
切
に
調
理
し
て
食
べ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
当
J
A
経
済
セ
ン
タ
ー
や

事
業
所
で
管
内
中
学
校
の

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
様
々
な
職

場
体
験
を
通
じ
て
達
成
感
や

楽
し
さ
を
実
感
し
、
業
務
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
生
徒
は
、「
た
ま
ね

ぎ
の
収
穫
作
業
が
一
番
や
り

が
い
あ
っ
た
」
と
少
し
照
れ

な
が
ら
も
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
の
魅
力
学
ぶ

ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク

武
庫
川
女
子
大
学
た
ま
ね
ぎ
収
穫
体
験

議
　
題

〇
令
和
6
年
度
決
算
書
類
（
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

注
記
表
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ

ら
の
附
属
明
細
書
）
及
び
部
門
別
損

益
計
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

〇
第
35
回
通
常
総
代
会
及
び
議
決
権
行

使
書
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

〇
支
所
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

〇
令
和
7
年
度
会
計
監
査
人
と
の
監
査

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
令
和
6
年
度
兵
庫
県
常
例
検
査
指
摘

事
項
に
対
す
る
改
善
状
況
等
報
告
に

つ
い
て

〇
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ

ロ
資
金
供
与
対
策
の
実
施
状
況
等
に

つ
い
て
　

〇
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
改
正
に
つ

い
てJ

A
活
動
の
成
果

理
事
会
だ
よ
り（

5
月
30
日
開
催
）

（
5
月
末
）

正 組 合 員
准 組 合 員

貯 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
特産品販売高
農産品販売高
畜 産 販 売 高

5,294人
3,897人

207,837
24,281
332,774
795
1,577
108
263

（単位：百万円）

表紙
説明

　淡路島たまねぎの出荷が本格化を迎え、JAあわじ島では現在、京阪神・京
浜・中京・北陸方面の各市場へ、1日あたり約400tを出荷しています。
　今回の表紙では、市場へと向かうトラックに満載された「淡路島たまねぎ」と、
販売担当職員を撮影しました。職員一人ひとりが、組合員の皆さまが安心して
収穫・出荷に取り組めるよう準備を行い、日々の荷受け業務にも責任を持って
対応しています。
　引き続きJAあわじ島へのご出荷をよろしくお願いいたします。

ヨイショ!

どうして淡路島の
たまねぎは甘いの?

モンシロチョウの
卵だ!

一株の稲から
どのくらいの量の
お米ができるかな

ここから
「接ぎ木」を
してるんだよ

しっかりと
混ぜるぞ!!

（表紙左から）鯖谷 和海・寺谷 直之・裏川 真章・岡本 仁史・眞野 壮平・
山口 高広・上川 浩一・榎本 英俊

13 12





JAあわじ島

この記事はWEBではご覧いただけません。


